
MttψιJグ Pα滅 における屋敷

井 上 麻 美

1

Jane Austen(1775-1817)が生きた時代は,1貫習 ,

思想,価値観,職業といった様々な事柄において,古

いものから新 しいものへと変化が生じた時であった。

例えば,文学では,理性を重んじる古典主義的思想か

ら感性を重んじるロマン主義的思想へ と変化が見ら

れ,感傷小説やゴシツク小説などが流行 した。さら

に,精神疾患で下線を退いた国王 George 3世 の代わ

りに国政に携わった当時の皇太子 (後の George 4世 )

のもとで賭博,飲酒,競馬といつたあらゆる娯楽やパ

ーテイーに明け暮れる華やかな文化,いわゆるリージ

ェンシーが花開いた。さらに地主階級の人々の間で ,

古 く伝統のある屋敷を現代風に改良したり,庭 園を

「ピクチャレスク」風に作 り変えることが急速に流行

するなど,こ の当時の建築と風景に関する活動には勢

いがあった。

Jane Austenの 作品においても,建築や庭園への言

及は多く見られる。本論で取 り上げるν"ψ
αグ Pα戒

(1814)に おいても庭園や屋敷の改良が話題にされて

いる。作者が物語を展開させている主な舞台は,ロ ン

ドンではなく地方の紳士階級と彼らを取 り巻く狭い環

境である。νttψι′グ Parた は,物語の中心となる場所

がそのまま題名となっている。つまりそれだけこの場

所が重要であることが予測される。この作品には,

Mansield Parkの他に Sotherton Courtと いう古 くから

受け継がれている屋敷が登場する。しかし,両者の間

にはその基盤に社会的・財政的違いが見られる。そし

て,そ こから当時の財産や階級に対する価値観の変容

も窺い知 ることがで きる。本論 では Bcrtram家 と

Rushworth家 が所有する屋敷と,そ れを支える経済的

基盤を明らかにしていく。

2 Sotherton Court

まず当時の地主階級について触れておきたい。地主

階級の人々は,広大な領地から地代を得て,力 をつけ

ることによって何代にもわたつて一族の社会的・経済

的基盤を築いてきた。彼らを階級で分けると,ま ず大

地主である貴族,その次に土地を持つ准男爵,その下

にジェントリーがいた。そんな彼らが住む家がカント

リー・ハウスと呼ばれるものである。18世紀から 19

世紀初頭のイギリスは,杉恵惇宏曰くまさに「カント

リー・ハウスの黄金時代」 (26)で あつた。カントリ

ー・ハウスは,当時の貴族や紳士階級が持つのが一般

的であった。そしてその館は代々受け継がれていつ

た。カントリー・ハウスの役割は単に住居としてだけ

のものではない。建築・装飾・調度品の豪華さや庭園

の設計に至るまで全てに,当主の教養と財力が問われ

るのである。彼らにとつて,土地と館はまさに社会的

地位を示すものであった。

Mansieldの 当主,Sir Thomas Bertramの 長女 Maria

と婚 約 した Mro James Rushworthは ,広 大 な屋 敷

Sothe■ on Courtの 当主である。Mro Rushworthの 人と

なりは,Mariaの 兄 Edmundが「12000ポ ンドの収入

がなければ,た だの馬鹿ではないか」 OP 30)と 言

い,後 に Sir Thomasが Mro Rushworthに 文寸して,無

教養なのに自分でそのことに気付いていないという印

象を持つほどの「愚鈍な青年」 (29)で あつたが,彼

は先祖代々受け継がれてきた広大な領地と屋敷などを

所有 し,将来を保証されたと言ってよい身分であつ

た。まず,その屋敷の様子が第 1巻第 4章 に語られて

いる。Mr.Rushworthが初めて Bertram家 を訪れた時

に,彼の友人の屋敷が当時有名だった改良家 Mro Rep―

tOnの 手により見事に生まれ変わったのを見て,い た

く感動したことを皆に聞かせ,友人の屋敷と比べて自

分の屋敷が「古いだけの牢獄」 (39)に 見えたと言

う。それを聞いていた Mary Crawfordが ,Sothe■ on

Courtが どんな屋敷かについて質問すると,Edmund

が  “The house was built in Elizabeth's tilne, and is a

large, regular, brick building 一― heavy, but respectable

looking,and has many good rooms."(41)と 答える。

この時点で Mro Rushworthの屋敷がエリザベス朝から



続 く伝統あるものであることが判明する。Mro Rush―

worthは ,自 分の地所をどうしても改良したくて,Ever―

inghamに ある自分の領地 を改良 したことのある

Henry Crawbrdに 一 度 Sotherton Courtを 見 に 来 て く

れるように依頼する。

Sotherton Courtの 壮大さは,屋敷に着く前からでも

窺い知ることができる。領地内の村に,立派な尖塔が

ついた教会があり,牧師館,救貧院があり,園丁小屋

の門を抜けて屋敷につくまでにさらに 1マ イル近くか

かる庭園を有する広大な敷地の中に「自由保有権を有

する立派な大邸宅」 (the capitJ■echold mandon),つ

まり「荘園内の刑事民事に関するあらゆる裁判権が認

められている昔ながらの荘園領主屋敷」 (the ancient

manorial residence of the faΠ lily, with aH its rights of

Court―Lcet and Coun― BarOn 59)が ある。 さらに屋敷に

入れば,Mr.Rushworthの 母 Mrs.Rushworthに よる案

内が始まる。屋敷内の数々の部屋の天丼は高 く,間取

りも広 く,50年前 に好 まれた趣向の家具がた くさん

あ り,磨かれた床,頑丈なマホガニー材の家具,豪華

な織物,大理石,金箔張 りや彫刻など見事なものばか

りがある。

Mrso Rushworth's guidance werc shewn through a

number of rooms, an lofty, and many large, and aΠ l―

ply furnished in the taste of fifty years back, with

shining■ oors, solid mahogany,rich damask, marble,

gilding and carving,each handsome in its way。 (60)

以上か ら見て も Rushworth家 がいかに隆盛 を極め

てきたかがわかる。その次に案内されたのが一族の礼

拝堂であ る。この礼拝 堂 は James 2世 (1633-1701)

の時代に作 られたもので,以前は,朝 夕絶えず礼拝に

使われていたが,先代の当主が廃止 して しまったこと

を Mrs.Rushwo■hは以下のように説明する。

“This chapel was fittcd up as you sce it,in James the

Second's tirne。  . . . It is a handsome chapel, and was

forinerly in constant use both morning and evening。

Prayers were always rcad in it by domestic chaplain,

within the memory of many.But the late Mro Rush―

worth left it off."(62)

ここで James 2世 の時代から守 られ,定期的に行わ

れてきた朝夕の礼拝 という習慣が Mro Rushwo■ hの父

によりついえて しまっているのがわかる。そ してその

虐、子 も屋敷を改良 したいと望んでいる。親子工代で伝

統あるものを破壊 しつつあると言っていいだろう。

古いものから新 しいものへ と変化めまぐるしい世の

中にあって,Mro Rushworthは ,そ の動 きにある種敏

感である。そのことが決して悪いわけではない。しか

し,こ れから後も家を存続させていくために,彼のよ

うに自分ではよく考えないで流れのままに変化させて

いくことが果たして適切なことなのだろうか。確かに

脈々と受け継がれてきた大地主階級の権力は強いが ,

いつの世もその時の当主次第で,時代の波にうまくつ

いてゆけず,衰退をたどる場合もある。ここに継承性

による弊害が出る。Rushworth家 のように代々土地や

財産を継承していく場合,当主は放っておいても確実

に財産が入るという将来を保証された環境で育つ。い

つまでも同じ環境であれば問題ないが,そ うはいかな

いのが常である。安穏な環境下で育った当主は,時代

の波が押 し寄せてきた時,水谷三広が言うように「改

良に必要な思い切った企業家精神や着実な実業家能

力」(209)に 乏しくなりがちである。例えば,P′だ
“
α_

∫Jθ月 (1818)の Kellynch―hJlの 当主,sir walter Eliot

は,自 らの浪費によって館を出ていかざるを得なくな

ってしまった事態に目を背け,周囲の倹約の勧めにも

理解を示さず,『准男爵名鑑』を読んで過去の栄華に

すがるだけで何もしない。ν"√ `′
グPα滅 では,Rush―

worth家 は最終的には深刻な危機には陥いらないが ,

自分の地所の改良を自分で考えることをしないで他人

に簡単に委ねてしまおうとするその行動は危険であ

る。

3  Mansfield Park

続いて MttJθ′グPα滅 の Bertram家 について考えて

い きたい。Austenは いつ も主たる屋敷 については ,

当主の仕事や収入など詳細 に書 くのだが,Mansield

Parkの 当主 sir Thomas Bertramに ついては,そ の描

写が少ない。次の文は数少ない彼についての描写であ

る。 第 1巻第 1章冒頭で以下のように述べ られてい

る。

About thirty years ago, Miss Maria Ward of Hunt―

ington, with only seven thousand pounds, had the

good luck to captivate Sir Thomas Bertranl, of Man―

sineld Park,in the county of Northampton,and to be

thereby raised to the rank of a baronet's lady, with

aH comforts and consequences of an handsome house

and large income。 (5)

ここから彼がノーサンプ トン州に Mansield Parkと

いう屋敷を所有する准男爵であることがわかる。この

描写からいかに彼が裕福な環境にあるかが窺える。そ

して,後になって Mary Crawfordが Bertram家の長男
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TOmの 身分が結婚相手として申し分ないと考え,更

にパークは,周囲が 5マ イルもある大パークで,館は

広々として当世風な建て方であり,その周りの樹木の

茂り方やイギリス中の紳士の大邸宅を彫刻図版に彫っ

て収集するならば,必ずその中に加えられるだろう屋

敷であると以下のように観察 していることから,

Mansidd Parkの 屋敷の様子を見て取ることができ

る。

Miss Crawford soon felt,that hc(=Tom)and his

situation nlight do.  She looked about her with due

consideration, and found allnost every thing in his

favour, a park, a real park five nliles round, a spa―

cious modern― built house, so well placed and well

screened as to deserve to be in any collection of en―

gravings of gentleman's seats in the kingdom, and

waiting only to be completcly ncw fuΠ lishcd .. .

(35)

Bertram家は准男爵という家柄であるが,Rushwo■h

家とは根本的な違いがある。それはそれぞれの家を支

えている経済的基盤である。Rushworth家 がエリザベ

ス朝から続いている家系で所有する土地から得る収入

を得ているのに対 し,Bertram家 の収入源はイギリス

国内にはない。Bertram家が何を経済の基盤としてい

るかを窺い知ることができるのは,第 1巻 第 3章 で

「西インド諸島の所領で多少の損失があった」 (19)と

いう言葉と Lady Bcrtramが 口にした「Antigua」 (23)

という言葉である。この後 Sir Thomasは 財政再建に

向けて早々に Antiguaへ 出発する。Antiguaに は砂糖

農園があるのだが,そ こへ急速当主自らが赴くことに

なるほど砂糖農園の財政状態は芳 しくなく,同 時に

Bertram家の経済基盤が大 きくAntiguaに かかってい

ることがわかる。つまりBertram家が基盤としている

の は国外 にあ る砂糖 農 園で あ り,Sir Thomasは

Antiguaの 不在地主ということになる。当時は彼のよ

うな不在地主は多かったらしく,財を成した後,ま ず

その子弟を教育のためにイギリス本国へ帰らせ,そ し

てその後自らも,プ ランテーションを代理人に任せ

て,本国に帰国したものだったようだ (向井 6)。 つ

まり,Bciram家 は当時イギリスの植民地であった西

インド諸島に農園を持ち,そ こでの経営で富を得てそ

の財力を持ってイギリス本国に帰還した新興階級の一

族と考えられる。そのことを Brian Southamは ,以下

のように述べている。

There is something distinctly“ modern― built",nouveau

and West lndian about Sir Thomas and his social

standing, a point worth making since some commen―

tators wholly nlisplace Sir Thomas, writing about

hiln as a member of the old and established landed

gentry who bears an ancient title。 (497)

この Sir Thomasの ようなタイプの不在地主には,

問題点がある。それは,不在地主ゆえに農園への管理

が行き届かない点と社会情勢に左右されやすい点であ

る。前者は土地の改良不足で収穫が減ったことと砂糖

の値が暴落したことに起因する。後者に関しては,社

会情勢は時代が動 くにつれて刻一刻と変化していくと

いう点である。Sir Thomasは ,ナ ポレオン戦争の影

響などで特に世界の情勢が変化しやすい厳 しい状態に

見舞われたのである。加えて奴隷制廃止運動の高まり

でそれまで労働者として雇っていた奴隷たちを使うこ

とができなくなり働 き手が減ってしまった (向 井

8)。 そのため,sir Thomasは 経営状態を立て直すの

に 2年近くAntiguaに 滞在 しなければならなかったの

である。

Rushwo■h家 とは違った意味で Bertram家 もその基

盤が磐石ではない。Rushworth家 には,国内にちゃん

とした社会的・財政的基盤があり,培 ってきた権力も

あるが,Bertram家 にはそれがない。それゆえに Sir

Thomasは国内でのしっかりとした基盤を欲 したに違

いない。その証拠に彼は,Mariaが Mro Rushwo■ hと

結婚するという知らせを Antiguaで 受けた時,そ の良

縁にただ喜び 相手の人柄を確認することなくすぐに

許可を出した。

Sir Thomas, however, was truly happy in the pros―

pect of an alliance so unquestionably advantageous,

and of which hc heard nothing but the perfectly good

and agreeable. It was a connection exactly of the

right sort; in the same country, and the same inter―

est; and his most hearty concurence was conveyed

as soon as possible。 (30)

その後,帰国 して実際に将来の花婿 Mro Rushwotth

と対面 し,彼の愚鈍 さに気づ き,Ma五aに愛情がない

と感 じ取って一旦は娘の結婚 に躊躇いを見せ ,Maria

に結婚の意思を確認するが,彼女の意志は固い。Maria

が Henry Crawfordへ のあてつけで結婚 を決めたとい

う彼女の本心 を sir Thomasが 知るはず もな く,彼は

この結婚がもたらす自分への社会的利益を思い,改め

て喜ぶ。

“(Sir Thomas)。 … happy to secure a mariage which

would bring hiln such an addition of respectability

and iniuenccl and VCry happy to think any thing of
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his daughter's disposition that was most favourable

for the purpose。 "(138)

しか し,そ の喜 び もつかの間の ことで,Manaと

Henry Crawfordが 駆け落ち して しまう。Mariaは Mr。

Rushwothに 離婚され,Mansield Parkか らも追放 され

る。Sir Thomasは ,大 地主階級 との縁故だけでな く

娘 までをも失 う。

4

時代はまさに古いものから新しいものへと移り変わ

っている。思想,価値観,慣習,職業のあり方など変

化 しているものは様々である。ここまで Rushwo■ h

家の SOtherton Courtと ,Be■ram家 の Mansield Park

それぞれの社会的・財政的基盤について考察 してき

た。両者の違いはそれぞれの財の成し方にあつた。財

産という点から考えると,当 時の地主階級の人々は,

財産は長子相続が慣例で次男以下は職業に就くことに

なっていた。そ して,こ れまでの Austenの 作品で

は,話の中心になる家庭は,イ ギリス国内に代々の土

地を持つ地主階級の家庭が中心であった。しかし,18

世紀半ばから 19世紀にかけて,産業革命が発達 した

ことにより,一代で財産を築いて土地を購入し,地主

階級の仲間入りを果たした新興階級の家庭が増加した

(ブ ラウン,15-53)。 そ して,Mansield Parkで は,

国外の植民地に農園を持ち,そ こでの経営次第で財政

状態が変化していくBertram家 のような家庭が中心に

描かれている。この家庭でも長男が家を継ぎ次男が牧

師になるが,一 方で,ヒ ロイン Fannyの 兄 WiHiam

Priccが海軍で活躍 している様子 も窺える。そ して

Austenの最後の作品 Pιだνα∫′θ,1で は,准男爵の地位

を持つ Sir wJter EHotの 家は彼自身の浪費癖により

衰退 し,彼 が毛嫌い している海軍に在籍する Mr.

Wentworthの ような特に後ろ盾もなく軍人としての功

績だけで財を成したタイプの人物が, クローズアップ

されている。そういう意味で MttJθ′グPα rた は,財産

や階級のあり方に対する価値観が く旧〉から 〈新〉ヘ

と移り変わる途中の様子を描いた作品だとは言えない

だろうか。
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